平成２１年 ２月 ４日

衆 議 院 議 員
　石　原　伸　晃　様
第２次補正予算に基づく景気対策の速やかな実行について

東京都中小企業団体中央会

会　長　　大　村　功　作
　平素より都内中小企業組合及び中小企業に対する支援並びに本会の事業推進につきまして、格別のご配慮を賜り厚くお礼申し上げます。

さて、１００年に一度と言われる前例のない厳しい環境の下、全国の中小企業は、大幅な受注減、消費低迷による売上げ不振などに苦しみ、倒産件数の増加に歯止めがかからず、ともに踏ん張ってきた仲間の多くが、日を追うごとに不安を増大させています。
事態は益々深刻化しており、我が国の民間経済が冷え込んでいる中で、財政出動による景気浮揚策の実施が必要です。１月２７日には、総額　　５兆円規模の「生活対策」及び「生活防衛のための緊急対策」関連予算を含む第２次補正予算が成立しました。中小企業の不安が一日でも早く緩和されるよう、補正予算関連法案の審議を迅速に行っていただき、　　第２次補正予算総額を一刻も早く実施していただくことをお願いいたします。

我が国の雇用の約７割を担う我々中小企業も、ギリギリの経営努力を行い、企業としての社会的責任を何とか果たしていきたいと考えております。私ども中小企業が明日への夢と希望をもって経営に携われるよう、ご支援を賜りますよう、切にお願い申し上げます。
